
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
送信用原稿の原稿挿入口と原稿排出口との間の原稿搬送経路の中途に原稿送り用のプラテ
ンを配置し、該プラテンに対向して、原稿に記載されている情報を読み取るスキャナを配
置したスキャナユニットと、
印字用紙挿入口と印字用紙排出口との間の印字用紙搬送経路の中途に印字用プラテンを配
置し、該印字用プラテンに対向して印字ヘッドを配置したプリンタユニットと、
電話装置接続端子と、プリンタケーブル接続端子と、駆動電源としての電池を収納する電
池収納部とを備え、
前記スキャナユニットが読み込んだファックス情報を前記電話装置接続端子を介して送信
する一方、該電話装置接続端子を介して入力された受信ファックス情報を保持するファッ
クス制御部と、
前記プリンタケーブル接続端子を介して入力された印字データ及び前記ファックス制御部
が保持している受信ファックス情報を前記プリンタユニットを介して印字するプリンタ制
御部とを有することを特徴とする携帯用プリンタ・ファクシミリ複合装置。
【請求項２】
前記スキャナユニットを前記プリンタユニットの下方に配置した請求項１に記載の携帯用
プリンタ・ファクシミリ複合装置。
【請求項３】
前記本体の外面にロール紙保持手段を着脱自在に設けたことを特徴とする請求項１～２の
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いずれか１つに記載の携帯用プリンタ・ファクシミリ複合装置。
【請求項４】
前記プリンタユニットの印字ヘッドがシリアルサーマルヘッドである請求項１～３のいず
れか１つに記載の携帯用プリンタ・ファクシミリ複合装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プリンタ・ファクシミリ複合装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ファクシミリ本体の外方位置に記録用のロール紙を保持するロール紙保持手段を設け、受
信の際に単票用紙とロール紙とのどちらでも使用できる小型のファクシミリ装置が、例え
ば、特開平７－２０３０９２号として提案されている。
【０００３】
このものは、本体の上面に挿入口と排出口を有し、挿入口と排出口とを結ぶ略Ｕ字状の搬
送経路の中途には、原稿及び記録用紙を送るためのローラが配置され、ローラの下端に対
向してラインサーマルヘッドが設けられ、略Ｕ字状の搬送経路においてラインサーマルヘ
ッドの下流側に、ローラに対向して読取ユニットが配置されている。また、挿入口及び排
出口が、記録用の単票用紙及びロール紙の挿入用及び排出用として用いるばかりでなく、
送信あるいはコピー用の原稿の挿入用及び排出用として使用を兼ねたものとなっている。
【０００４】
しかしながら、このものは、小型のファクシミリ装置であって、印字手段としてラインサ
ーマルヘッドを用いている。そのため、パーソナルコンピュータ等に接続する通常のプリ
ンタとしての使用は難しい。印字ヘッドとしてラインサーマルヘッドを用いてプリンタを
構成することは、回路構成が複雑となることから実用的ではなく、困難である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の第１の目的は、ファックス機能と通常のプリンタ機能とを備える携帯用プリンタ
・ファクシミリ複合装置を提供することにある。
本発明の第２の目的は、印字用紙の挿入位置と排出位置とを高くすることで、印字用紙の
装着並びに取り出しを容易にすることにある。
本発明の第３の目的は、ロール紙と単票用紙の使用を選択可能とし、ロール紙が不要であ
る場合には、ロール紙を外して携帯性の向上を図り、受信したファックスの印字枚数が多
い場合には、ロール紙のセットして対応可能とすることにある。
本発明の第４の目的は、受信したファックスを印字するだけでなく外部装置から入力され
た印字データを印字する通常のプリンタとして使用において実用性を高めることを可能と
することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載のプリンタ・ファクシミリ複合装置は、上記の第１の目的を達成するため
に、送信用原稿の原稿挿入口と原稿排出口との間の原稿搬送経路の中途に原稿送り用のプ
ラテンを配置し、該プラテンに対向して、原稿に記載されている情報を読み取るスキャナ
を配置したスキャナユニットと、印字用紙挿入口と印字用紙排出口との間の印字用紙搬送
経路の中途に印字用プラテンを配置し、該印字用プラテンに対向して印字ヘッドを配置し
たプリンタユニットと、電話装置接続端子と、プリンタケーブル接続端子と、駆動電源と
しての電池を収納する電池収納部とを備え、前記スキャナユニットが読み込んだファック
ス情報を前記電話装置接続端子を介して送信する一方、該電話装置接続端子を介して入力
された受信ファックス情報を保持するファックス制御部と、前記プリンタケーブル接続端
子を介して入力された印字データ及び前記ファックス制御部が保持している受信ファック
ス情報を前記プリンタユニットを介して印字するプリンタ制御部とを有することを特徴と
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する。
【０００７】
請求項２に記載のプリンタ・ファクシミリ複合装置は、請求項１に記載のものにおいて、
スキャナユニットをプリンタユニットの下方に配置したものである。プリンタユニットを
スキャナユニットの部分だけ本体の上方に配置できるから、印字用紙の挿入位置と排出位
置とを高くすることができ、印字用紙の装着並びに取り出しが容易となる。
【０００８】
請求項３に記載のプリンタ・ファクシミリ複合装置は、請求項１～２に記載のものにおい
て、本体の外面にロール紙保持手段を着脱自在に設けたものである。ロール紙をロール紙
保持手段に保持させ、本体に取り付けることにより、受信したファックスの印字枚数が多
い場合には、ロール紙の使用を可能とする。ロール紙が不要である場合には、ロール紙保
持手段を本体から取り外すことにより携帯性の向上を図ることを可能とする。
【０００９】
請求項４に記載のプリンタ・ファクシミリ複合装置は、請求項１～３に記載のものにおい
て、プリンタユニットの印字ヘッドをシリアルサーマルヘッドとしたものである。印字ヘ
ッドをシリアルサーマルヘッドとしたことにより、回路構成が複雑とならず、外部装置か
ら入力された印字データを印字する通常のプリンタとして実用性を高めることを可能とす
る。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
図１は、本発明の一実施形態に係るプリンタ・ファクシミリ装置を主として前方側から眺
めて示す斜視図であり、図２は、図１のプリンタ・ファクシミリ装置を主として後方側か
ら眺めて示す斜視図であり、図３は、図１のプリンタ・ファクシミリ装置の要部を概略で
示す断面図である。
【００１１】
図１乃至図２に示すように、プリンタ・ファクシミリ装置１は、直方体形状の本体２及び
本体２の後面下部に対して着脱自在に設けられたロール紙ホルダ３により構成されている
。なお、本体２の横幅は、Ａ４定型サイズの横幅寸法よりも横長とされている。図３に示
すように、本体１の上部にはプリンタユニット４が配置され、プリンタユニット４の下方
となる本体１の下部にスキャナユニット５が配置されている。
【００１２】
まず、プリンタユニット４について説明する。
図３に示すように、本体２の後面の高さ方向の略中央には横長な開口６が設けられ、本体
２にロール紙ホルダ３が装着された状態では、開口６内に対してロール紙ホルダ３の上縁
が介入して該開口６を上下に区分しており、開口６の上部側に単票用紙挿入口７が形成さ
れ、開口６の下部側にロール紙挿入口８が形成され、開口６の奥方において、単票用紙挿
入口７とロール紙挿入口８とが交差して連通している。なお、本体２からロール紙ホルダ
３を取り外した状態では、開口６そのものが単票挿入口として機能する。
【００１３】
図１に示すように、本体２の前面の高さ方向の略中央から上部にかけて横長なフロントカ
バー９が、その両側縁上端を本体２に軸支されて開閉自在に設けられている。フロントカ
バー９の横長な下端縁と本体２の高さ方向の略中央との間には、横長な印字用紙排出口１
０が設けられている。
【００１４】
図３に示すように、本体２の中央内部において単票用紙挿入口７並びにロール紙挿入口８
と印字用紙排出口１０とを結ぶようにして水平な印字用紙搬送経路１１が形成され、印字
用紙搬送経路１１の中途には、上下に対向した一対の紙送りローラ手段１２が配置され、
紙送りローラ手段１２の配置位置よりも本体２の前面寄りには、印字用紙搬送経路１１を
上方から臨んで印字ヘッド１３が配置され、印字ヘッド１３に対向して印字用プラテン１
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４が配置されている。
【００１５】
印字ヘッド１３は、シリアルサーマルヘッド（例えば、縦６４ピン）により構成され、キ
ャリッジ１５に搭載されている。また、キャリッジ１５はキャリッジシャフト１６に摺動
自在に嵌合されている。
【００１６】
なお、プリンタユニット４は、単票用紙挿入口７、ロール紙挿入口８、印字用紙排出口１
０、印字用紙搬送経路１１、一対の紙送りローラ手段１２、印字ヘッド１３、印字用プラ
テン１４、キャリッジ１５及びキャリッジシャフト１６により構成されている。
【００１７】
図示していないが紙送りローラ手段１２、印字用プラテン１４及びキャリッジシャフト１
６は、本体２の左右方向に向けて配置されている。紙送りローラ手段１２は、紙送りモー
タ（図示せず）により駆動され、単票用紙またはロール紙を用紙排出口１０に向けて送る
。また、キャリッジ１５は、キャリッジ駆動モータＭ１により駆動され、印字ヘッド１３
を搭載したキャリッジ１５が、キャリッジシャフト１６に沿って本体２の左右方向に往復
移動し、印字ヘッド１３の印字動作により印字用紙に印字する。
【００１８】
次に、スキャナユニット５について説明する。
図１及び図３に示すように、本体２の前面の印字用紙排出口１０の下方には、横長な開口
１７が設けられ、該開口１７を塞ぐようにしてスキャナカバー１８が開閉自在に設けられ
ている。スキャナカバー１８は、その両側縁下端を本体２に軸支されると共に、その横長
な上端縁が前面側に向けて湾曲形成されている。
【００１９】
図３に示すように、スキャナカバー１８の横長な上端縁と開口の上縁との間に送信用の原
稿の原稿挿入口１９が形成され、スキャナカバー１８の横長な下端縁と開口１７の下縁と
の間に原稿排出口２０が形成されている。開口１７の内部には、本体２の左右方向に向け
て原稿送り用のスキャナ用プラテンローラ２１が回転自在に軸支され、原稿挿入口１９と
スキャナ用プラテンローラ２１の周面と原稿排出口１９とを結ぶ原稿搬送経路２２が形成
されている。また、原稿に記載されている情報を読み取るスキャナ装置２３が、スキャナ
用プラテンローラ２１の本体２の後面側の周面に対向して配置されている。
【００２０】
また、スキャナ用プラテンローラ２１よりも原稿挿入口１９寄りの原稿搬送経路２２に臨
んで、原稿の挿入を検出する原稿挿入センサレバー２４が設けられ、スキャナ用プラテン
ローラ２１よりも原稿排出口２０寄りの原稿搬送経路２２に臨んで原稿の排出を検出する
原稿排出センサレバー２５が設けられている。
【００２１】
なお、原稿挿入口１９、原稿排出口２０、原稿送り用のスキャナ用プラテンローラ２１、
原稿搬送経路２２及びスキャナ装置２３とによりスキャナユニット５が構成されている。
【００２２】
なお、図１において、本体２の左側面下部の後面側には、電池カバー２６が開閉自在に設
けられ、電池カバー２６の奥方の本体２の内部には、図３に示すようにバッテリ２７が収
納される。また、本体２の左側面上部寄りの前面側には、キャリッジレールカバー２８が
開閉自在に設けられており、このキャリッジレールカバー２８は、プリンタ使用時に開放
し、印字領域終端までのキャリッジ１５の移動を可能とする。さらに、本体１の上面左側
には、入力操作を行わせる操作入力キー群２９や装置の動作モード等を表示する各種表示
ランプ３０が配設されてなる操作パネル３１が設けられている。
【００２３】
なお、図１において、符号３２は、図３の紙送りローラ手段１２による紙送り状態を解除
するためのリリースレバーであり、リリースレバー３２を押し上げることによって、下側
のローラ１２ａが下方に移動し、上側のローラ１２ｂへの圧接状態が解除される。
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【００２４】
また、図２において、本体２の右側面上部には、デジタル端子カバー３３が開閉可能に設
けられ、その奥方にはデジタル携帯電話を接続するためのデジタル携帯電話用接続コネク
タ（図示せず）が配備されている。本体２の右側面後面寄りには、上下に順にアダプタ端
子カバー３４、プリンタケーブルカバー３５及びアナログ端子カバー３６が各々開閉可能
に設けられ、アダプタ端子カバー３４の奥方にはＤＣ８Ｖ出力用ＡＣアダプタを接続する
ためのアダプタ端子（図示せず）が配備されており、プリンタケーブルカバー３５の奥方
にはプリンタケーブルを接続するためのプリンタケーブル用接続コネクタ（図示せず）が
配備されており、アナログ端子カバー３６の奥方には、一般公衆回線を接続する入力用ア
ナログ端子（図示せず）及び電話機を接続する出力用アナログ端子（図示せず）が配備さ
れている。
【００２５】
図４は、主として本体２に対するロール紙ホルダ３の着脱を説明するための要部断面図で
ある。図２及び図４に示すように、ロール紙ホルダ３は、横長なホルダ本体３７とホルダ
本体３７の前部に対して開閉自在の横長なロール紙カバー３８とを備える。ホルダ本体３
７は、その上方側から前面側が開口されてロール紙収納部３９が形成され、図４に示すよ
うにロール紙ホルダ３の内部の左右両側には、ロール紙４０の軸孔を係止する支軸部４１
がそれぞれ設けられている（図４においては一方のみ図示）。図２及び図４に示すように
左側の支軸部４１は、ホルダ本体３７の左側部の外側に貫通されてロール紙巻取りレバー
４２と一体にとされると共に、ホルダ本体３７に回転自在に軸支されている。
【００２６】
また、図４に示すようにロール紙カバー３８は、前面側がロール紙４０の周面に馴染むよ
うに半円形状に下方に向けて屈曲形成され、上部側がホルダ本体３７のロール紙収納部３
９の上部側開口を覆うように延長されている。ロール紙カバー３８はその両側縁下端３８
ａをホルダ本体３７に軸支されて開閉自在に設けられ、ロール紙カバー３８の上縁下面の
両側寄りの係止突起４２がホルダ本体３７の上端両側寄りの係止孔部４３に係合されるよ
うに構成されている。
【００２７】
図４に示すように、ホルダ本体３７の上縁両側寄りには、後方に向けて係合片４４が突設
され、係合片４４の先端には係止孔４５が設けられている。一方、本体２の開口６の内部
の左右の内壁４６には、ホルダ本体３７の係止片４４に設けた係合孔４５に係合する係合
突起４７が突設されている。ホルダ本体３７の後面下縁の両側寄りには、引掛凸部８０が
それぞれ突設され、一方、本体２の後面下縁の両側寄りにはロール紙ホルダ３に設けられ
た引掛凸部８０と引掛係合する引掛受部８１がそれぞれ設けられている。ロール紙ホルダ
３は、ホルダ本体３７の引掛凸部８０を本体２の後面下縁に設けられた引掛受部８１に係
合してヒンジ結合させ、本体２の開口６内の係合突起４７にホルダ本体３７の係止片４４
に設けた係合孔４５を係合することにより、本体２の後面下部に対して着脱自在に取り付
けられる。
【００２８】
次に、プリンタ・ファクシミリ装置１の制御系について説明する。図３に示すように、本
体２の内部には、操作パネル用制御基板４８、プリンタ用制御基板４９及びファックス制
御基板５０が配備されている。図５は、プリンタ・ファクシミリ装置１の制御系を示す要
部ブロック図である。図３のプリンタ用制御基板４９には、図５のプリンタ制御部５１が
配備され、図３のファックス制御基板５０には、図５のファックス制御部６４が配備され
ている。
【００２９】
プリンタ制御部５１のＣＰＵ５２には、内部バス５３を介して印字に関わる各種制御、例
えば、印字ヘッド１３を搭載したキャリッジ１５の移動、印字ヘッド１３による印字動作
、印字用紙の紙送り等を行うための制御プログラムを格納したＲＯＭ５４、演算やデータ
の一時記憶に使用されるＲＡＭ５５、データを記憶保持する書き換え可能な不揮発性メモ
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リとしてのＥＥＰＲＯＭ５６、文字のイメージデータが記憶されているキャラクタジェネ
レータＣＧ、インタフェース５７乃至５９が接続されると共に、キャリッジ１５を移動す
るためのキャリッジモータＭ１がモータドライバ６０を介して接続され、印字用紙を送る
ための紙送りローラ手段１２を駆動するための紙送りモータＭ２がモータドライバ６１を
介して接続され、印字ヘッド１３が印字ヘッドドライバ６２を介して接続されている。
【００３０】
また、プリンタ制御部５１のＣＰＵ５２は、インタフェース５７を介して操作パネル３１
からの操作入力信号を検出し、インタフェース５８を介してホストコンピュータと通信可
能となっている。さらに、インタフェース５９には、外部バス６５を介してファックス制
御部６４と接続されており、プリンタ制御部５１とファックス制御部６４とが通信可能と
なっている。
【００３１】
ファックス制御部６４のＣＰＵ６５には、内部バス６６を介してファックスの送受信に関
わる各種制御、例えば、スキャナ装置２３による原稿の読み込み、データの送受信等を行
うための制御プログラムを格納したＲＯＭ６７、演算やデータの一時記憶に使用されるＲ
ＡＭ６８、インタフェース６９乃至７２、デジタルモデム７３及びアナログモデム７４が
接続されると共に、原稿をスキャナ装置２３に送り込むスキャナ用プラテンローラ２１を
駆動するためのプラテン用駆動モータＭ３がモータドライバ７５を介して接続されている
。
【００３２】
また、ファックス制御部６４のＣＰＵ６５は、インタフェース６９を介して操作パネル３
１からの操作入力信号を検出し、インタフェース７０を介して原稿の挿入を検出する挿入
センサＳ１及び原稿の排出を検出する排出センサＳ２の各検出信号を検出し、インタフェ
ース７１を介してスキャナ装置２３が走査したイメージデータをＲＡＭ６８の所定領域に
書き込む。インタフェース７２は外部バス６５に接続されており、プリンタ制御部５１と
ファックス制御部６４とが通信可能となっている。
【００３３】
さらに、ＣＰＵ６５は、デジタルモデム７３を介してデジタル電話７６によるファックス
データの送受信を行い、アナログモデム７４及びアナログモデム７４に接続されたＮＣＵ
（ネットワーク制御ユニット）７７及び電話機７９を介して一般公衆回線７８によるファ
ックスデータの送受信を行う。
【００３４】
なお、ＲＡＭ６８には、デジタルモデム７３及びアナログモデムを介して受信したファッ
クスデータを一時記憶する受信ファックスデータ記憶領域、送信するファックスデータを
記憶する送信ファックスデータ記憶領域、スキャナ装置２３が走査したイメージデータを
一時記憶するスキャナデータ記憶領域、受信ファックスデータ記憶領域やスキャナデータ
記憶領域に記憶されたイメージファックスデータを基に印字用データを作成編集する印字
用データ編集領域等が設定されている。
【００３５】
プリンタ・ファクシミリ装置１は、次のように使用する。
単票用紙を使用する場合には、図１のリリースレバー３２を押し上げて紙送りローラ手段
１２の圧接状態を解除しておき、図３に示すように、本体２の後面の単票用紙挿入口７か
ら単票用紙を印字ヘッド１３に向けて挿入し、リリースレバー３２を押し下げて紙送りロ
ーラ手段１２の下ローラ１２ａと上ローラ１２ｂとの間に単票用紙を挟持させ紙送りを可
能な状態とする。
【００３６】
また、ロール紙を使用する場合には、リリースレバー３２を押し上げて紙送りローラ手段
１２の圧接状態を解除し、単票用紙を抜き取った後、前述したようにロール紙ホルダ３を
本体２の後面に装着し、ロール紙の先端をロール紙挿入口８から印字ヘッド１３に向けて
挿入し、リリースレバー３２を押し下げて紙送りローラ手段１２の下ローラ１２ａと上ロ
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ーラ１２ｂとの間に単票用紙を挟持させ紙送りを可能な状態とする。
【００３７】
プリンタ・ファクシミリ装置１を通常のプリンタとして使用する場合には、図１の操作入
力キー群２９からプリンタモードを指定する。図５に示すように、操作パネル３１からの
操作入力信号はプリンタ制御部５１とファックス制御部６４の両方に入力される。プリン
タモードでは、プリンタ制御部５１は稼働するが、ファックス制御部６４は、実質的に稼
働しない。
【００３８】
ホストコンピュータからインタフェース５８を介して印字データが送られてくると、印字
データはＲＡＭ５５の所定の記憶領域に一時記憶される。印字の際には、ＣＰＵ５２は、
モータドライバ６１を介して紙送りモータＭ２を駆動して紙送り手段１２を図３の矢印で
示す方向に駆動しながら印字用紙を印字ヘッド１３に向けて送ると共に、モータドライバ
６０を介してキャリッジモータＭ１を駆動し、印字ヘッド１３を搭載したキャリッジ１５
を本体の左右方向に往復移動しながら、印字データを１行分読み出して印字ヘッドドライ
バ６２を介して印字ヘッド１３を駆動し、順次感熱印字する。なお、印字がなされた印字
用紙は、印字用紙排出口１０に向けて紙送りローラ手段１２により順次送られる。
【００３９】
プリンタ・ファクシミリ装置１をファクシミリ装置として使用する場合には、図１の操作
入力キー群２９からファックスモードを指定する。ファックスモードでは、ファックス制
御部６４は稼働状態となり、プリンタ制御部５１は、ホストコンピュータからの印字デー
タ及び印字指令を受け付けず、ファックス制御部６４からの印字指令並びに印字データの
みを受け付ける。
【００４０】
ファックスデータを送信する場合には、図３に示すように、本体２の前面下部の原稿挿入
口１９からスキャナ用プラテンローラ２１に向けて原稿を挿入する。この時、原稿挿入セ
ンサレバー２４が回動し、挿入センサＳ１がオンとなる。挿入センサＳ１がオンとなると
、図５のＣＰＵ６５は、モータドライバ７５を介してプラテン用駆動モータＭ３を駆動し
、スキャナ用プラテンローラ２１を図３の時計回りに回転し、スキャナ装置２３の読取位
置まで原稿の先端部分をローディングしてプラテン用駆動モータＭ３を停止する。
【００４１】
操作入力キー群２９からスタートを入力する。これに応じてＣＰＵ６５は、再びプラテン
用駆動モータＭ３を駆動してスキャナ用プラテンローラ２１を図３の時計回りに回転して
原稿を送ると共に、スキャナ装置２３で原稿を１ロウ毎順次読み取る。読み取られたイメ
ージデータは、ＲＡＭ６８のスキャナデータ記憶領域に記憶される。
【００４２】
なお、原稿の終端検出は、原稿の終端が原稿挿入センサレバー２４を通過して挿入センサ
Ｓ１がオフとなった時点から、読み取ったロウ数をカウントし、カウントしたロウ数が所
定数に達した時点で原稿の読み取りが終了する。
【００４３】
また、読み取りが行われた原稿は、原稿排出口２０に向けて送られ排紙される。原稿の先
端が原稿排出センサレバー２５に達すると、排出センサＳ２がオンとなる。そして、原稿
の終端が原稿排出センサレバー２５を通過すると、排出センサＳ２がオフとなり、ＣＰＵ
６５はプラテン用駆動モータＭ３を停止する。
【００４４】
ＣＰＵ６５は、スキャナ装置２３による読み取りが終了すると、ＲＡＭ６８のスキャナデ
ータ記憶領域に記憶されているファックスデータを送信する。なお、デジタル電話７６で
送信する場合には、デジタルモデム７３を介して送信し、一般公衆回線７８により送信す
る場合は、アナログモデム７４及びＮＣＵ７７を介して送信する。
【００４５】
ファックスデータの受信は、デジタル電話７６から受信した場合はデジタルモデム７３を
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介して受信し、また、一般公衆回線７８から受信する場合は、ＮＣＵ７７及びアナログモ
デム７４を介して受信する。なお、受信したファックスデータは受信ファックスデータ記
憶領域に記憶される。また、デジタルモデム７３とアナログモデム７４のいずれか一方が
着信となった場合には、残る他方の着信は受け付けない。
【００４６】
受信したファックスデータの印字出力は、ＲＡＭ６８の受信ファックスデータ記憶領域や
スキャナデータ記憶領域に記憶されたイメージファックスデータを基に印字用データを作
成編集して印字用データ編集領域に記憶し、この印字用データは、内部バス６６、インタ
フェース７２、外部バス６３、インタフェース５９、内部バス５３を介してプリンタ制御
部５１のＲＡＭ５５に送られて一時記憶される。また、プリンタ制御部５１のＣＰＵ５２
は前述したように印字用紙に印字する。
【００４７】
プリンタ・ファクシミリ装置１は、次のような点で優れる。
スキャナユニット５をプリンタユニット４の下方に配置することで、プリンタユニット４
をスキャナユニット５の分だけ本体２の上方に配置できるから、印字用紙の単票用紙挿入
口７と印字用紙排出口１０とを高くすることができ、印字用紙の装着並びに取り出しが容
易となる。
【００４８】
本体２の外面にロール紙ホルダ３を着脱自在に設けたことにより、ロール紙をロール紙ホ
ルダ３に保持させ、本体２に取り付けることにより、受信したファックスの印字枚数が多
い場合にロール紙を使用することができ、ロール紙が不要である場合には、ロール紙ホル
ダ３を本体２から取り外すことにより携帯性の向上を図ることができる。
【００４９】
プリンタユニット４の印字ヘッド１３をシリアルサーマルヘッドとしたから、回路構成が
複雑とならず、ホストコンピュータから入力された印字データを印字する通常のプリンタ
としても使用することができ、実用性が高い。
【００５０】
【発明の効果】
請求項１に記載の構成によれば、ファックス機能と通常のプリンタ機能とを備える携帯用
プリンタ・ファクシミリ複合装置を提供することができる。
【００５１】
また、請求項２に記載の構成によれば、プリンタユニットをスキャナユニットの部分だけ
本体の上方に配置できるから、印字用紙の挿入位置と排出位置とを高くすることができ、
印字用紙の装着並びに取り出しが容易となる。
【００５２】
さらに、請求項３の構成によれば、本体の外面にロール紙保持手段を着脱自在に設けたこ
とにより、ロール紙をロール紙保持手段に保持させて本体に取り付けることにより、受信
したファックスの印字枚数が多い場合には、ロール紙を使用することができ、ロール紙が
不要である場合には、ロール紙保持手段を本体から取り外すことにより携帯性の向上を図
ることができる。
【００５３】
請求項４の構成によれば、プリンタユニットの印字ヘッドをシリアルサーマルヘッドとし
たことにより、回路構成が複雑とならず、外部装置から入力された印字データを印字する
通常のプリンタとして使用でき、実用性が高い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係るプリンタ・ファクシミリ装置を主として前方側から眺め
て示す斜視図
【図２】同上のプリンタ・ファクシミリ装置を主として後方側から眺めて示す斜視図
【図３】同上のプリンタ・ファクシミリ装置の要部を概略で示す断面図
【図４】同上の本体に対するロール紙ホルダの着脱を説明するための要部断面図
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【図５】同上のプリンタ・ファクシミリ装置の制御系を示す要部ブロック図
【符号の説明】
１　プリンタ・ファクシミリ装置
２　本体
３　ロール紙ホルダ
４　プリンタユニット
５　スキャナユニット
６　開口
７　単票用紙挿入口
８　ロール紙挿入口
９　フロントカバー
１０　印字用紙排出口
１１　印字用紙搬送経路
１２　紙送りローラ手段
１３　印字ヘッド
１４　印字用プラテン
１５　キャリッジ
１６　キャリッジシャフト
１７　開口
１８　スキャナカバー
１９　原稿挿入口
２０　原稿排出口
２１　スキャナ用プラテンローラ
２２　原稿搬送経路
２３　スキャナ装置
２４　原稿挿入センサレバー
２５　原稿排出センサレバー
２６　電池カバー
２７　バッテリ
２８　キャリッジレールカバー
２９　操作入力キー群
３０　各種表示ランプ
３１　操作パネル
３２　リリースレバー
３３　デジタル端子カバー
３４　アダプタ端子カバー
３５　プリンタケーブルカバー
３６　アナログ端子カバー
３７　ホルダ本体
３８　ロール紙カバー
３９　ロール紙収納部
４０　ロール紙
４１　支軸部
４２　係止突起
４３　係合孔部
４４　係止片
４５　係止孔
４６　内壁
４７　係合突起
４８　操作パネル用制御基板
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４９　プリンタ用制御基板
５０　ファックス用制御基板
５１　プリンタ制御部
５２　ＣＰＵ
５３　内部バス
５４　ＲＯＭ
５５　ＲＡＭ
５６　ＥＥＰＲＯＭ
５７　インタフェース
５８　インタフェース
５９　インタフェース
６０　モータドライバ
６１　モータドライバ
６２　印字ヘッドドライバ
６３　外部バス
６４　ファックス制御部
６５　ＣＰＵ
６６　内部バス
６７　ＲＯＭ
６８　ＲＡＭ
６９　インタフェース
７０　インタフェース
７１　インタフェース
７２　インタフェース
７３　デジタルモデム
７４　アナログモデム
７５　モータドライバ
７６　デジタル電話
７７　ＮＣＵ
７８　一般公衆回線
７９　電話機
８０　引掛凸部
８１　引掛受部
ＣＧ　キャラクタジェネレータ
Ｍ１　キャリッジモータ
Ｍ２　紙送りモータ
Ｍ３　プラテン用駆動モータ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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